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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

対ドル BRL 3.2741 3.2476 -0.0265 3.1922 +0.0554

対円 JPY 31.39 31.35 -0.04 31.74 -0.39

対ユーロ BRL 3.6775 3.6503 -0.0272 3.5638 +0.0865

対ドル JPY 102.69 101.85 -0.8400 101.30 +0.5500

対ユーロ JPY 115.35 114.43 -0.92 113.06 +1.37

Index 58,000 58,586 +586 58,298 +288

bps 255.1 253.7 -1.4 257.6 -3.9

% 12.26 12.19 -0.07 11.88 +0.31

% 13.60 13.59 -0.01 13.62 -0.03

% 0.852 0.852 +0.000 0.818 +0.034

Index 182.5 182.9 +0.4 182.7 +0.2

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。
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昨日のドルレアルスポット相場は、週末にサンパウロで実施された反Ｔｅｍｅｒ政権を訴える行進を受けて

一時３．３０台後半までレアル安が進行する局面も見られたが、ＦＲＢのＢｒａｉｎａｒｄ理事がシカゴでの講演に

おいて、「金融政策の引き締めに当たっては今後も慎重さを維持する必要がある」とのハト派的見解を示した

ことで９月利上げ観測が後退し、引けにかけてはレアル高へ反転。３．２４台後半で取引を終えた。同理事の

講演を最後に、当局者はＦＯＭＣ（９月２０－２１日）を控えて金融政策に関する公の発言を自粛するブラック

アウト期間に入るため、マーケットは同理事が先週のＲｏｓｅｎｇｒｅｎ総裁やＴａｒｕｌｌｏ理事と同様に利上げに前

向きなコメントを出すかどうかに注目していたが、従来通りのハト派スタンスを維持したため、対レアルでの

ドル買いの動きも失速した。レアル相場は７月中旬以降となる３．３０台に一時到達したものの、ブラジル中銀

がリバース通貨スワップによる介入規模の減額に動く気配が見られないことから、マーケットは中銀がさらな

るレアル安へ誘導する意思があるのかどうかにも注目している。

Ｍｅｉｒｅｌｌｅｓ財務相は昨日サンパウロで行われた講演において、ブラジルは依然として景気後退に陥って

いるものの、消費者・企業信頼感に既に改善の兆しが出ている、との見解を示した。


